
　2014 年 7 月 25 日から 27 日にかけて、ロンドンの大英
博物館においてアラビア学セミナー（Seminar for Arabian 
Studies；SAS）の 2014 年大会に参加した。SAS の発足は
1968 年にさかのぼり、1974 年から毎年 7 月に 3 日間の年
次研究会が行なわれるスタイルが定着した（British Foun-
dation for the Study of Arabia 2011）。2002 年以降は毎年
大英博物館で開催されており、2014 年大会が 46 回目にあ
たる。SAS は現在、英国アラビア学研究財団（British 
Foundation for the Study of Arabia；BFSA）、大英博物
館、MBI アルジャベル財団（MBI AL JABEL Founda-
tion）がスポンサーとなって運営されており、BFSA が
ウェブサイトをホストしている（https://www.thebfsa.
org/）。
　大会論文集は現在、翌年に Proceedings of the Seminar 
for Arabian Studies（PSAS）として Archaeopress から
出版されるシステムになっており、電子版も入手できる。
日本からはこれまでに、佐々木達夫・佐々木花江（Sasaki, 
T 1990; Sasaki, T and Sasaki, H 1992; Sasaki, H 1995; Sa-
saki, H and Sasaki, T 1998）、川床・徳永（Kawatoko and 
Tokunaga 2006）、近藤ら（Kondo et al. 2014）の論文が
掲載された。本誌での動向報告は、2000 年大会（佐々
木・佐々木　2001）以来 14 年ぶりとなる。
　2014 年大会には 113 名の参加登録があり、1 本の基調講
演と 43 本の口頭発表、9 本のポスター発表が行なわれ
た。参加者の多くは英国在住の研究者であり、それにヨー
ロッパ近隣諸国と米国、湾岸諸国の研究者が混じる、とい
う参加者構成であった。すでに 40 年以上続いている学会
であり、比較的小さなコミュニティであるため、知己の多
いサロンのような雰囲気を感じた。
　研究発表の内容は考古学、歴史学、民族学、言語学に大
別される。旧石器時代から新石器時代（口頭発表 6 本）、
青銅器時代から鉄器時代（同 9 本）、初期歴史時代ないし
古典古代（同 5 本）、イスラームの考古学および歴史学

（同 11 本）という時代別の 4 セッションと、文化遺産マネ
ジメント（同 1 本）、古代イエメンの考古学と歴史学（同
5 本）、民族誌（同 4 本）、言語（同 2 本）というテーマ別
のセッションが設けられた。たとえば遺跡調査の研究発表
には文化遺産マネジメントが付随するなど、テーマはしば
しば他のセッションと重なるため、研究発表の本数がその
まま研究のトレンドを反映しているわけではないだろう
が、明らかに考古学の論考が多数を占めていた。
　国別に見ると、口頭発表が最も多かったのはオマーンを
フィールドとする調査研究（14 本）であり、次いでカ
タ ー ル・ イ エ メ ン（ 各 7 本 ）、 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦

（UAE）・広域その他（各 5 本）、サウジアラビア・ヨルダ
ン（各 2 本）、バハレーン（1 本）の順であった。オマー
ン関係の発表が多いのは、当地の政情が安定していること
と、考古遺跡と文化遺産の監督官庁である遺産文化省

（Ministry of Heritage and Culture）が近年外国の研究
チームを積極的に受け入れていることが背景にあるものと
思われる。もともと、1960 年代のデンマーク隊を嚆矢
に、湾岸地域では一人の研究者やその率いるチームが複数
の国にまたがって活動する傾向にあったが、近年はさらに
UAE のアブダビ観光文化庁（Abu Dhabi Tourism and 
Culture Authority；ADACH）のように政府系機関に複数
の外国人研究者が職員として雇用される事例や、UCL カ
タール校のように、欧米の有力大学の分校が誘致されてそ
こに考古学の教員が配置される事例が出てきて、研究者層
が安定してきているように見受けられる。
　2 日目の夜に、一般公開の基調講演が行なわれた。入場
料は無料で、大英博物館のウェブサイトを通じて予約し、
チケットブースで受け取る仕組みである。今年の講師は豪
州ニューイングランド大学のロイド・ウィークス（Lloyd 
Weeks）文学部長であった。ウィークスはイランおよび
湾岸地域の冶金術の研究（Weeks 2004）で知られ、SAS
の常連でもあり、アラビア考古学をリードする研究者の一
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人である。基調講演は「マガンの銅を求めて：初期冶金術
がいかにしてアラビアを形作り、青銅器時代世界の地平を
定めたか」という刺激的なタイトルを冠して行なわれた。
以下にその梗概を記す。
　西アジアにおける冶金術の初現は自然銅の利用であり、
紀元前 8000 年頃のチャヨニュ（Çayönü）遺跡やアシュク
ル・ホユック（Aşıslı Höyük）遺跡（ともにトルコ）にそ
の例を見出すことができる。溶錬（smelting）は、紀元前
5 千年紀頃のタル＝イ・イブリース（Tall-i-Ibris）遺跡

（イラン）、紀元前 4 千年紀のヒッサール（Hissar）遺跡
（イラン）やナハル・ミシュマル（Nahal Mishmar）遺跡
（イスラエル）で確認できる。この時期、低地メソポタミ
アでは冶金は本格化しておらず、銀と銅を利用するにとど
まっていた。
　紀元前 3 千年紀にアラビアからアナトリアにまたがる

「青銅器時代世界」が成立すると、状況は一変する。紀元
前 3100 年から 2900 年頃のウルク（Uruk）には、ディル
ムン（Dilmun；現在のバハレーン）から銅と衣料品を輸
入した記録があり、その後ラガシュ（Lagash）やシリアの
エブラ（Ebla）でもディルムン産の銅に言及がなされ
る。ディルムンの銅が最後に言及されるのは紀元前 1745
年で、以後はアラシヤ（Alashiya；現在のキプロス島）産
の銅がこれに取って代わる。
　古代メソポタミアの金属生産史を論じる上で、ディルム
ンと並んで重要なのが、マガン（Magan）である。アッ
カド帝国のサルゴン王の治世に、首都アガデの桟橋に

「ディルムン、マガン、メルッハの舟」が係留されたとい
う記事があるのはよく知られている（前川・森　2008）。
マガンはオマーンに比定されるが、パキスタンのマクラン

（Makran）地方と地名が類似することから、南東イラ
ン・パキスタン方面からオマーンに地名が移転したとする
説もある（後藤　1997, 2013）。オマーンではオフィオラ
イトを産するハジャル（Hajar）山脈一帯に銅鉱があり、
マイサル 1 号（Maysar I）遺跡（紀元前 2300～2000 年
頃）などに採掘・溶錬址が遺っている。青銅製品の鉛同位
体分析により、産地同定を行なったところ、ディルムンか
ら輸出される銅インゴットはオマーン産の銅鉱石を用いて
いることがわかった。この銅が、メソポタミアの王朝を経
て各地に伝わったことを考えると、青銅期時代のメソポタ
ミア世界において南東アラビア半島は経済的に重要な役割
を担っていたといえるのではないだろうか。
　この基調講演は、ウィークスの博士論文に基づくモノグ
ラフ（Weeks 2004）を下敷きに、直近 10 年の新発見を加
えて、青銅器時代のアラビアにおける冶金の意義を再評価
するものであり、アラビア考古学をメソポタミア・イラ
ン・レヴァント・アナトリアなど西アジア「主要地域」の

考古学と結びつける視点を提供した点において、大変優れ
た講演であった。
　基調講演の後、スポンサー主催のレセプションがあるの
だが、スパークリングワインとカナッペだけの、シンプル
な会である。それ以外に、公式の懇親行事はない。しかし
夜な夜な、もとい 7 月なのでまだ明るいうちから、参加者
たちが博物館門前のパブ“The Plough”に三々五々集
い、ビールグラスを片手に研究談義に花を咲かせる。この
光景が、会期中、毎夕見られる。発掘調査の夜のような談
笑が、通りまではみ出して、遅くまで続けられる。何度か
そのパブに通ううちに、私も打ち解け、研究会がアット
ホームに感じられるようになってきた。
　最終日に、ささやかなセレモニーがあった。アラビア考
古学の先達、ベアトリス・ドゥ・カルディ（Beatrice De 
Cardi）の生誕 100 周年を記念して、本人に花束と記念
品、寄せ書きが贈られたのである（図 1）。ドゥ・カルディ
は 1948 年と 1957 年にバルーチスタンで踏査を実施し

（De Cardi 1983）、1970 年代にカタール、オマーン、UAE
で 調 査 を 行 な っ た（UCL Institute of Archaeology 
2014）。まさにアラビア考古学のパイオニアの一人であ
る。100 歳となった今でも、毎年のように SAS に参加
し、研究発表に耳を傾けている。
　ドゥ・カルディは 1970 年代に、筆者が現在調査を進め
ているオマーン内陸部のバート（Bat）遺跡群でも調査を
行なったことがある。今回、バート遺跡群の踏査成果を報
告する機会があり（Kondo and Miki 2014）、聴衆の中に
彼女もいたので、くだんのセレモニーの後、思い切って声
を掛けてみた。すると、「あなたの発表、バートだったわ
ね。もちろん覚えているわ。これからどうぞご活躍を」と
力強い激励をいただき、感激もひとしおであった。

図 1 　記念品贈呈式後、参会者の拍手に応えるベアトリス・
ドゥ・カルディ氏。
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図 2a　大会プログラム
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図 2b　大会プログラム（続き）
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図 2c　大会プログラム（続き）
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